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要約

今年度は、極低出生体重児の 6歳から 9識にかけての知的発達の推移と幼児期の尭達との関連について検

討することを目的とした。分析対象は、極低出生体重児 123名(男子 53名、女子 704S)である。主な結果

として、言語性優位児(言語性 IQが動作性 IQよりも統計的に有意 (159も有意水準)に高い)は、 9歳時に

は全体の 609もを占め、 6識時と 9議時のどちらかで言語性優位であった子どもを含めると約 7割にのぼるこ

とがわかり、本研究の対象の極低出生体重児の注目すべき特徴のーっと捉える必要性が確認できた。そこで、

特に 6藤時も 9識時も言語性優位の子どもたちに去最点を当てて分析を行った。言旦副主優位児の特徴として明

らかにされたことは次の通りである。 9歳時は、言葉に関する知識が豊富であり、言語概念形成において優

れ、知識等を表現する能力も優れていた。一方、部分の特徴を視覚的にとらえ、部分聞の関係や全体像を推

測する龍力に弱さがみられた。幼児期の特徴としては、修正 1歳 6か月時は、単純な換何学図形にはあまり

興味をもたず、その弁別や手先の操作の発達がゆっくりで、また視覚的な刺激への注意の集中時聞が短いこ

と、暦 3歳時は、手と目の協応動作や手先の巧融性の発達がゆっくりであること、などがあげられた。そし

て、これら視知覚認知や手先の巧融性を高める支援の必要性が示唆された。
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Abstract : 11ris study was aimed to examine也erelatio田hipsbetween the住祖国itionof the mental development from 6 

旬 9years old and the development during血.eirchildhood.百lesubjects of the research were 123 (53 boys， 70 girls) 

children who were born wi血verylow birth weight.百leresults were as folIows. 1) 60% of 9 years old and up to 70 % 

。f6 years old and 9 ye訂 sold toge血ershowed sup出 orityamong VIQ 15% level of signific血 ce.So we focused the 

superiority回VerbalIQ by WISC-illat both 6 and 9 year of age. 2) VIQ皿periorGroup at 9 years old was superior泊

knowledge concerning the words，出econcept forr田 lionof 1田忠泊ge，and血eability to express its knowledge. At血e

same time， VIQ superior Group showed characteristics血血ewe温knesswhen supposing曲erelations and its overview 

by visual perspectives. 3) VIQ superior Group at 1四.dhalf year of corrected age showed也eirless interest in a simple 

geometry figure， and showed血eweakness匝 dis曲19uishone from the other， the ope回出Igfingers， and血e

concentration toward paying atlention to血巴 visualstimulation. 4) VIQ superior Group at 3 y回 rsold was weak血血e

visual-motor coordination and the operation of fingers. By these results， the ne印刷tyof阻pportingtheir weakness of 

VIQ superior Group in childhood was concerned. 

Keywords : children wi血 verylow bi曲 weight，6 years old， 9 years old ， chi1dhood， IQ， DQ， VIQ superior 
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1 .研究目的

愛育病院では、 1996年より NICUを退院した極低出生

体重児のフォローアップの一環として、修1El蕗6か月、

3歳、 6歳(就学前)、 9歳の時期に発達検査あるいは知

能検査を実施している。

これまで各年齢段階の極低出生体重児の発達上の特徴

を明らかにすることを目的として、修正I揖6か月時 1)、

暦年齢3歳時 2)、6歳時却、 9揖時 4)5)の発達状瞳や特徴

について報告してきた。

本研究は、 6歳から 9歳にかけての知的発達の推移に

ついて検討することを目的とした。特に 6歳においても

9揖においても対象児に多くみられた言語性橿位群(言

語性IQが動作性IQよりも統計的に有意に高い群)の子

どもたちに焦点を当てて、それらの子どもの幼児期の発

達特徴について検討することを目的とした。

II.研買方法

1.対象

1996年 3月から 2002年 3月までに出生し NICUを退

院した児で、 6議時及び 9歳時に一斉に通知した健診の

案内に応じて来院した児のうち、 WIsc-m知能検査が実

施できた児を対象とした。

9歳時には 143名に検査を実施できたが、本研究の目

的である極低出生体重児の言号副主と動作性の君離につい

て検討するため、全 IQ(以下 FIQ)が訂以上(正常域

とされる)に限定したoFIQが69以下町遅滞域の 3名と

FIQが70以上回未満の境界域9名を除き 131名(男児

55名、女児 76名)である。そのうち 6歳時にも検査を

実施できた児は、 123名(男児 53名、女児 70名)であ

り、これらの児を本研究の分析対象児とした。

対象児の平均出生体重は 1 ， 122g(458g~1 ， 496g) 、平均

在胎週数は、 29 週 3 日 (23 週 3 日 ~36 週 0 日)である。

なお、これら平均出生体重と在胎週数には統計的に有意

な性差は認められなかったo

2. 方法

(1) 9龍および 6歳の知的発達豆荊面は、 WISιE知能検

査 6)結果の言語性IQ(VIQ)、動作性IQ(PIQ)、全IQ(FIQ)、

群指数、下位項目計 12項目の評価点を指標とした。なお、

標準化された IQ及び群指数は、平均 100、標準偏差 15

となっている。下位項目は標準点 10である。

また、 VIQとPIQの差が統計的に有意となるのは、 9

歳では蓋が 9点以上、 6歳では口点以上(15%有意水準)

である。 VIQ>PIQを言語性憧位群、有意差がない群を

有意差なし群、 VIQくPIQを動作性彊位群とした。なお、

有意差15%水準を楳用した理由は、有意蓋5%水準でl士、

動作性置位群の人教が 1人と少なく、群の比較が困難で

あったためである。
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(2)幼児期(修正 l揖6か月、暦3歳)の発達評価l立、

新版K式発達検査可結果の「姿勢・運動」領域、「認知・

適応」領域、「言語・社会」領壊、全領域の発達指数(DQ)

と下位項目を指標とした。標準化された DQは、平均 100

である。

分析方法は、群の比較や幼児期の発達との関連に対し

T検定、分散分析、カイ 2乗検定、相関分析等を行い、

その解析には、 sPssvi低 18.0を使用した。

3.倫理的配慮

本検査は、愛育病院発達外来における長期フォローア

ップ(健康診査)の一環として行われている。蝿診に訪

れた際に、「医擁情報提供のお願い」の文書と口頭にて、

データは個人が特定されない形で統計資料として使用さ

れること、データ使用の承諾をしない場合でも不利益を

被ることは一切ないこと、等について説明を行い、承諾

書に署名を得た。

また、本研究は、愛育病院の倫理委員会に審査を求め、

承認を得た。

ill. 研史結果

1. 6揖時と 9車時の知的発達

(1)言語性 IQ(VIQ)・動作性 10(PIω ・全 10刷Q)

対象児全体の 6議時及び9歳時の知的発達の状況を把

握しておくために、 VIQ、円Q、FIQの平均値と標準偏差、

及び最小・最大値を表 1と表2に示した。

表 1 6歳:言語性 10、動作性 l日、全 10の平均(標準偏差}

N=123 

Mean (SD) 

Min-Max 

VIO 

109(14.6) 

76・149

PIO 

102(13.2) 

65・142

FIO 

106(13.2) 

76・146

表 2 9旗:言語性 10‘動作性問、金 10の平均{標準偏差)

N=123 

Mean(SD) 

Min-Max 

VIO 

113(13.9) 

80・148

PIO 

100(13.5) 

65・129

FIO 

108(12.4) 

85・138

なお、 6車時の PIQのみに女児(105)>男児(99)の性差

(p(.05)が認められた。

(2)群指数

6車時と 9歳時における「言語理解」群、「知覚統合」

群、「注意記憶」群、「処理速度」群の群指数の平均値と

壊準偏差、及び最小・最大値を表3に示した。

表 3 6歳時と 9歳児の群指数の平均{標準偏差)

N=123 言語理解 知覚統合 注意記憶 処理速度

6縁平均 110(15.0) 104(13.6) 105(14.5) 96(14.8) 

Min-Max 73・150 67・134 65・144 58・139

9最平均 114(14.7) 101(14.2) 106(13.司 99(13.7) 

Min-Max 79・150 64・134 79・151 55・136
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性差については、 6歳の「処理速度」群のみに、女児

(98.6) >男児 (93.3)という差 (p<.05)が認められた。

2. 6轟から 9歳にかけての知的発遣の推移について

(1)6揖時と 9車時の 10BI.び群指数の関連性

8歳時と 9歳時の VIQ、PIQ、FlQ、4つの群指数につい

て相関分析を行った。その結果を表4、5に示した。

VIQ、PIQ、FIQ，r言語理解」群、「知覚統合」群、「住

意記憧」群、「処理速度」群のすべてにおいて有意な正の

高い相関がみられた。

表4 6歳時と 9歳時の関連性-VIQ・PIQ・FIQ

N=123 

相関係数

Vla FIO PIQ 

.728企合企.689**ま .757脅合*

(注)***p<.OOI 

表 5 6歳時と 9歳時の関連性-4つの群指数

N=123 言語理解 知覚統合 注意記憶 処理速度

相関係数 650*** .760量合脅 .571*企* .521合脅骨

(注) **脅p<.OOI

(2)言語性と動作性の軍離についての検討

1)言語性と動作性の差 (VIO-PIQ)の推移

言語性と動作性の差、即ち VIQから PIQを蓋し号11，.、た

点数 (VIQ-PIQ)の平均は、 6歳時が 7.0点、 9歳時が 13.2

点であった。また両者の聞には中程度の正の相関(r 

=.586， P<.Ol)が認められた。

2)言語性置位、有意差なし、動作性憧位の劃合

そこで、 6蕗時及び 9歳時の言語性彊位、有意差なし、

動作性優位の人数と総和に対する割合を求めると、表 6

通りであった。

表6 6歳時及び9議時の言語性優位群、有意差なし群、動作

性榎位詳の人数(総和に対する割合)

9旗

動作性優位
合計

o (0.0) I 52 (42.3) 

S旗

有意差なし

宙畠

動作性優位

58 (47.2) 

1 (0.8) 

合計 I 74 (60.2) 37 (30.1) 

6歳時lま、言語性置位群が 52人 (42.3%)、有意差な

し群が 58人 (47.2%)、動作性恒位群が 13人(10.6%)

であった。

9議時は、言語性憧位群が 74人 (60.2覧)、有意差なし

群が 37人 (30.1%)、動作性優位群が 12人 (9.8%) で

あった。

6歳時も 9歳時も言語性恒位群は 41人 (33.3%)、両

時期とも有意差なし群は 20人(16.3%)、両時期とも動

作性優位群は6人 (4.9%)で・あった。これらの群は、表

6において網掛けで示した群である。

なお、これらの結呆には性差は認められなかったo

3)言語性直位群、有意差なし群、動作性優位群の9歳時

の群指数や下世検査にみる特徴

言語性置位群、有意差なし群、動作性置位群の人数に

差があるため十分な比較はできないが、各群の特徴を検

討する目的で、表 6の網掛けで示した群、即ち、 6車時

も9車時も言語性恒位であった児を A群、両時期とも有

意差なしであった児を B群、問時期とも動作性恒位であ

った児を C群として、 3群の比較を行った。

比較したものは、 9歳時の群指数や下位項目の評価点

である。群指数も下位項目も言語性及び動作性を構成す

る下位の要素であるが、 A、B、C群が、それらの下位の

要素にどのような特徴をもつのかを検討する目的で行っ

た。

まず、3群の群指数をプロフィーノレに描いたものが図 l

である。

130 
-骨四A群 (N=41)

.ー-6騨 (N=20)

......c群(N=6)
120 

11。

100 

90 
言 ui唱解・ 掴覚障合噂 注意記情 処理速度

(注)*は、有意差の認められた項目

図 1.9歳時の群指数

これら 4つの群指数のうち、群聞に有意な差が認めら

れたのは、「言語理解」群と「知覚統合」群であった。さ

らに多重比較を行った結果を表7、8に示した。

即ち、 A群は、 B群及びC群と比べて「言語理解」群が

有意に高く、「知覚統合」群が有意に低いという特徴がみ

られた。「知覚統合」群においては、 B群と C群聞にも有

意な差が認められ、 C群は、他の 2群と比べて有意に高

いという特徴がみられた。

表7 r言語理解」群の平均(標準偏差)

A群 (N=41) 121.8(14.2) 

B群 (N=20) 109.1(11.5) 

C群 (N=6) 103.8(15.3) 

(注)旬<.05，台、く01

表 8 r知覚統合J詳の平均(標準偏差}

晶

zt
 j

 合

A群 (N=41)

B群 (N=20)

C群 (N=6)

95.3(14.1) 柿

106.4(10.1)..J .!， 

121.3(10.0) ....' 

合合合

( 注)*、'p<.O閃5，合柑*、'p<.O目1

次に、 3群の言語性と動作性の下位項目の評価点をプ

ロフィールに描いたものが図2、3である。
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{注)ホは、有意差の認められた項目

図3 9歳時の動作性下位項目

言語性は、「知識」、「類似」、「単語」、「理解」において、

動作性は、「完成」、「積木」、「組合せ」において有意差が

認められた。さらに、多重比較を行った結果を表 9~15

に示した。

表 9 r知識』の平均{標準偏差)

A群 (N=U)

B群(N:=20)

C群 (N=6)

12.7(3.0) 

11.0(2.2) 

9.7(2.3) 

合

-

-

(注)う<.05

表 10 r類似』の平均(標準偏差}

A群 (N=41) 13.4(3.1) 

B群 (N=20) 11.4(2.3) 

C群 (N=6) 11.0{3.2) 

(注)ヤ<.05

表 11 r単語』の平均(標準偏差)

A群 (N=41) 14.2凪1) '1 ** 

B群 (N=20) 11.8(2.8) . J 
占
有

ー

C群 (N=6) 10.3(1.9) 

(注)ゃく05，台、<.Ol，***p<.OOI

表12 r理解』の平均{揮準偏差)

A群 (N=41)

B群 (N=20)

C群 (N=6)

(注)旬<.05

14.0(2.9) 

11訓2.ω
11.5(3.4) 

表 13 r完成jの平均{標準偏差)

A群 (N=41) 10.3匂.4) "， * 

B群 (N=20) 12.0(2必 I** 

C群 (N=6) 13.5包劫 | 

(注)*p<.05，吋p<.OI

表 14 r積木」の平均{標準偏差)

A群 (Nヰ1)

B群 (N=19)

C群 (N=6)

9.5(3.1) 

11.6(2.9) 

14.0(4.0) 

金品
宵

ー

ー

ー

{注)**p<.Ol 

表 15 r組合せ』の平均(標準偏差)

A群 (N=41) 7.9包.8) "'， ** 
B群 (N=20) 10.5(2必 l

C詳 (N=6) 13.7(2.1) 

(注)*p<.05， **p<.OI，*吋p<.OOl

*
 

占寄目
ム
宵

]

|

ー

言語性では、「知識」と「単語」において A群と C群の

聞に有意善がみられ、「類似」、「単語」、「理解」において

A群と B群の有意差がみられた。即ち、「単語JはA群が

他の2群と比べて有意に高いという特徴がみられた。

動作性では、「完成人「積木」、「組合せJにおいて A

群と C群の聞に有意差がみられた。「完成」と「組合せ」

においてはA群と B群との聞にも有意差がみられた。さ

らに「組合せ」は、 B群と C群の聞にも有意差がみられ

た。即ち、「完成Jと「組合せ」はA群が他の 2群よりも

有意に低く、「組合せJは、 C群が他の2群よりも有意に

高いとし、う特徴がみられたロ

4)言語性彊位群、有意差なし群、動作性憧位群の幼児期

(修正 1最 6か月、 .3鹿)の発達特徴

CDA群、 B群、 G群の比較

A群、 B群、 C群の修正 1識 6か月と 3車時の f姿勢・

運動」領域、「認知・適応」領域、「言語社会」領域、全

領域の凹の平均のプロフィールを図4、5に示した。群

聞に有意な差が認められたのは、修正 1揖 6か月時の「詔

知・適応」領域のみであった。

120 -A群小同串山3司

+日韓(N=1句

唱ーC醇小同町匂110 

100 

90 

80 
運動 認知合 言語 全領捜

(注)*は、有意差の認められた項目

図4 修正 1j鞍6か月時の DO
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+A樟仲沼田拘

+鴎祢"'1劫

世 帯 件4町司

叩日| 吃 〉 苧i戸i弔

宅肉

剖
連動 毘知 言語 全領構

国5 暦 3歳時の凹

⑨言語性畳位の程度と幼児期の発達との関連

言語性置位の程度と幼児期の特徴を明らかにするため、

対象児全員に対して VIQから PIQを差し引し、た数値

(VIQ-PIQ)を算出し、修正 l歳 6か月時と暦3歳時の各

領域の DQとの相関分析を行った。

6歳時の (VIQ-PIQ)は、修正 1歳 6ヵ月時の「認知・

適応」領域(r=一.224，p=.020)、「言語・社会」領域(r=.260，

p=.006) との聞に相関部数は低いが有意な相聞がみられ

た。暦 3揖時には有意な相聞はみられなかった。

9歳時の (VIQ-PIQ)は、修正 1蕗 6か月時の「堕勢・

運動J領域 (r=一.275，p=. 003) と「認知・適応」領域

(r=-.334， p=.OOO)、全領域 (r=ー.268，p=.005)、暦 3

歳の「認知・適応」領域 (r=一.232， p=. 016)との聞に相

関係数は低いが有意な相聞がみられた。

@幼児期の発達状況ー下位項目の分析から

具体的にどのような下位項目に差がみられるのかを検

討するために、 A群、 B群、 C群の下位項目の通過率につ

いてカイ 2乗検定を行った。その結果、有意差が認めら

れた項目は表 16、17の通りであったo

表16 修iE1鵡6か月で有意差のみられた下位項目

領域 |項目 P値 通過率の高さ

姿勢・運動|手すりで登降 .048 C群>A群>B群

認知・適応|はめ振回転

3 個の~，.プ

.036 C群>B群>A群

.03日 C群=B群>A群

表17 暦3歳で有意差のみられた下位項目

領域 |項目 P値 通過率の高さ

認知・適応|折り紙E

円模写

.038 B群>C群>A群

.002 B群>C群>A群

なお、特に C群 (6蕗時も 9最時も動作性置位)の人

数が少ないため、 A群と B群だけに絞り、 Fisherの直接

法による分析を行った結果、表団、 17と一致して有意で

あった項目は f3個のコップJ(p=.019，A群くB群)、「折

り紙sJ (p=. 013， A群くB群)、「円模写J{p=.OOO，A群く
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B群)であった。また、新たに暦 3識の「言語・社会」

領域の f2数複唱J(P=.043，A群>B群)が有意な項目と

して抽出された。

N.考察

1. 対象児全体の 6車と 9量時の知能発達状j兄

6藷時も 9最時も VIQ、PIQ，FIQの平均は、標準化平均

100以上であったo

特徴としては、 6蕗時も 9車時も VIQがPIQよりも高

く、 6歳時は 7ポイント、 9歳時は 13ポイントの差がみ

られた。

群指数をみると、 6歳時も 9歳時も「処理速度」群を

除く 3群が 100を上回る結果である。

「処理速度」群は 6歳時から 3ポイント上昇し、 9歳

時には99であった。検査中の児の様子からも、 9繭時に

は6揖時と比べ作業の速度に大きな変化がみられる児が

割合多い印象をもっているが、そのような臨床場面の聾

と一致する結果であった。保護者の幼児期の悩みに、何

事をするのにも時聞がかかる、動作がゆっくりなどが多

く聞かれる。今回の結果からは、それらの特徴が就学後

に少し改善されていく可能性が示唆された。

なお、6歳時のPIQに女児〉男児の性差がみられたが、

群指数の結果からそれは、「処理速度」群の結果が影響を

与えていることがわかった。しかし、それらの性差は 9

歳時にはみられなくなり、 9歳時の知的発達特搬には性

差はないといえる。

2. 6最時から 9躍時にかけての知的発達の推移

6歳時と 9歳時の VIQ、PIQ，FIQ、及び4つ群指数の相

聞をみると、すべてにおいて有意な正の高い相聞が認め

られた。

対象児全体の平均でみると、 6藷時から 9議時にかけ

てVIQには 4ポイントの上昇、 PIQには 2ポイントの下

降がみられた。この変化によって VIQがPIQよりも高い

という特徴を 9歳時により強める形となったo

また、言語性と動作性の事離によって 3つの群に分け、

その人数を比較した結果においても、 6歳時の言語性置

位群は42.3%であったのに対し、 9歳時には60.2%にな

り、 VIQ>PIQの特徴をもっ児の割合は9車時にさらに増

加していることが明らかとなった。

以上のように、 6蕗時から 9歳時にかけて対象児の平

均において VIQとPIQの葺が広がり、 VIQ>PIQの特徴を

もっ児の割合が増加したという結果は、特筆すべきこと

と考える。

3. 6車時も 9歳時も言語性畳也群、有意差なし群、動

作性直位群の 9車時の特融

平成20年度の報告。では、 9歳時のみの結果に基づい

て群分けを行い、今回と同様に群指数や下位項目におけ

る特徴を分析した。本研究では、軍離の特徴が 6歳時よ

りー貰してみられる、 6歳時も 9高時も言語性橿位、有
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意差なし、動作性憧位である 3群を設定し、それらの群

の比較を行った。前回の報告と比べると、群指数はほぼ

同揮の結果であるが、下位項目には多少の差異が認めら

れた。これらの差異については、群の設定条件の違いに

よると考えられるが、今盤さらに対象児の数を増やして

再検討をする必要がある。

本研究においては、言語性置位群及び動作性置位群の

特徴が、群指数では「言語理解」群と「知覚統合」群に、

下位項目では言語性の「単語」、動作性の「組合せ」に最

も表れることが明らかにされた。

言語性恒位群は、「言語理解」群が他の 2群より置{立に

高い一方、「知覚統合j群が 2群よりも有意に低い。言語

性の下位項目の中では「単語」が得意であり、動作性の

下位項目においては「組合せjが苦手であるとしづ特徴

をもっ。即ち、言語性信位児l土、言葉に聞する知識が豊

富であり、言語概意形成において置れ、知識等を表現す

る能力も優れている一方、部分の特徴を視覚的にとらえ、

部分間の関係や全体像を推測する能力に弱さがみられる

ということができる。

動作性置位群l立、「知覚統合」群が他の 2群よりも有意

に高く、動作性の下位項目において「組合せ」が最も得

意であるという特徴をもっ。即ち、動作性置位児は、部

分の特徴を視覚的にとらえ、部分聞の関陣や全体像を推

測する能力が憧れているということができる。

4. 6歳時も 9歳時も言語性橿位群(A群)の幼児期の特徴

まず、言語性.1Ji位の程度と幼児期の発達との関連は、

検査の時期が近いほど関連が強い、即ち暦 3歳との関連

が強いのではなし、かと推閲されたが、修正 l歳 6か月時

との関連の方が強くみられたことが注目された。

次に、その関連は、 6歳時と 9最時と共通することと

して、言語性置位の程度が強い (VIQ-PIQの点数が高b、)

ほど修正 I歳6か月時の「認知・適応J領域の闘が低い、

という負の相関であった。 9最時には、暦 3歳時の「認

知・適応」領域のDQとの負の相関も認められた。

さらに下位項目の分析の結果、 A群l士、修正 1歳 6か

月時の「認知・適応」領域の「はめ板回転」と r3個の

コップJが他の 2群よりも通過率が有意に低いことが明

らかにされた。「姿勢・運動J領域の「手すりで壁降」に

も有意差がみられたが、この項目は、 A群は C群よりも

通過率は低いが、 B群と比べると通過率は高いため、顕

著なA群の特徴とは言えない。

ここで、有意差がみられた下位項目が測定している能

力について少し詳しくみておきたい。

「はめ板回転J(1 歳 6 か月趨~2議 0 か月組)は、0、

ム、口の柾片をはめ桓の孔に入れる課題である。これは、

「単純な幾何学図形への好み、形の相互関係の理解、は

め込むことへの興味と注意の集中力、および手の機能を

しらべるJ7)ものである。

r3個のコップJ(1歳6か月超-2揖0か月級)は、 3

個のコップを 15cm間隔に並べ、その Iつに子犬のおもち

342 

ゃを隠し、さらに 3個コップをついたてで5秒間隠した

のち、「ワンワンはどこにいる ?Jと犬が隠されたコ yプ

を尋ねる課題である。これは、「短時間の記憧を通して、

課題への興味、玩具への興味の持続と注意の集中をしら

べるJ1) ものである。

暦3歳時では、言謝生恒位群は、「認知・適応」領域の

「折り紙IlJと「円模写」の通過率が有意に低かった。

「折り紙IlJ (2 歳 6 か月超~3 歳 0 か月級)は、紙を

折ってし、く手順に注意して、折り方をおぼえ、手本と閉

じものを作る課題である。具体的には、折り紙を半分に

折り、さらにそれを半分に(十字の折錦ができるように)

折る課題である。これは、「形と空間関係の理解と折り紙

を担う手と指の調節をしらべるJ7)ものである。

「円模写J(2 議 6 か月超~3歳 0 か月級)は、手本の

円形図販を見せて、「これと閉じものを描いてごらん」と

言って描かせる課題である。これは、「描画活動に対する

輿味とその能力をしらべるJη ものである。

これらのことを通して考えられる言語性置位群の修正

l歳 6か月時の特徴としては、はめ板のような単純な幾

何学図形にはあまり興味をもたず、その弁別や手先の操

作などの発達がゆっくりであること、また視覚的な刺激

への注意の集中時聞が短いことがあげられる。そして、

暦3揖時においては、手と自の協応動作や手先の巧撤性

の発達がゆっくりであることがあげられる。

これらの特徴は、検査中の子どもの取り組みの様子や

保請者から聞く家庭での様子など、臨床的な印象と一致

するものであった。

5. 言語性憧位をどうみるか一幼児期への対応を考える

言語性信位児は、 9議時には全体の 60%を占め、 6議

時と 9議時のどちらかで言語性橿位であった子どもを含

めると 69%(85人1123人)、約 7害IJにのぼる。したがっ

て、本研究の対象の極低出生体重児の注目すべき特徴の

一つが言語性値位児が多いことであると言っても過言で

はないであろう。ただし、本研究では、君臨の程度を統

計的な有意差 15%水準で検討していることも念頭に入

れておかねばならない。

対象児たちが、言語性の能力(特に「言語理解J群の

能力)の憧れている面をさらに伸ばし、そのことを自信

にしていってほしいと期待される。

しかし、一般的には、言語性と動作性の:ot離がかなり

大きな場合には、学習障害等の発達障害が疑われたり、

特別な支援を必要としたりして注意を要する場合がある

叫ことにも目を向けなければならない。

筆者らが行った研究 5)からは、言語性置位児の特徴と

して以下の特徴が見出された。

① 保護者の評価から、学校の教科について「体育が不

得意」とする割合が言語性置位でない群より有意に

高かった。

@ 担任教師の評価 (PRSB)による)からは、言語性恒位

の男児において、非言語性 LDサスベクトの出現が
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言語性檀位でない男児より高率であった。

@ 同じく担任教師の評価から、男女ともに言語性fl位

でない群よりも「運動能力」に問題をもち、さらに

男子は「社会的行動I、女子は「オリエンテーショ

ン」に問題をもっ可能性が示唆された。

これらの結果を踏まえると、言語性僅位児には、学校

や家庭において、動作や手先が不器用であったり、時間

の判断、土地感覚、大一小、遠一近、重一軽などの関慌の判

断、方向感覚、社会的な行動面、などに問題をもってい

る可能性がある。

したがって、そのリスクを軽減するためにも、今回の

研究で明らかにされた言語性僅位児の幼児期の発達特徴

に対し、何らかの支援ができないものか、以下に考察を

試みたいと思う。

修正 l歳6か月時の、単純な幾何学的な形への興味を

あまり示さない、視覚的な刺激に対する注意の持続が短

い、などの特徴から、大人が与えるおもちゃや絵本など

の視覚的な刺散に対する輿味をもちにくいことが考えら

れる。保謹者からも、積み木やおもちゃには輿味を示さ

ず、動き回ってばかりいる、絵本はめくるばかりで桧を

見ようとしない、などの言苦を聞くことが多々ある。

興味のない物へ興味をもたせることは、とても困難な

ことであるし、興味のないことを強いることは子どもに

とってプラスにはならない。しかし、子どもをよく観察

していると、興味をもって遊んでいるおもちゃや物が何

かしら必ずあるものであるo まずは、大人がそのおもち

ゃや物を媒介に子どもと一緒に楽しく遊ぶことが大切と

考える。おもちゃや物をよく触って、よく眺めて遊ぶこ

とは、視知覚認知機能の発達にとってとても大切なこと

である。大人が一緒に関わることで、子どもが対象物に

興味をもっきっかけになることが多い。しばしば保護者

から「子どもが何に興味や関心をもっているかがわから

ないJとし寸話があるが、そのような場合には、私たち

支援者が一緒にそれを探し、みつけることから始めるこ

とが大切である。

修正 l歳6か月時の検査中に、「初めてお絵かきをさせ

ました。こんなに気に入るとは思いませんでした。家で

もやってみますJr家では積もうとしなかったのに、ここ

では積んでびっくりしましたIなどの話も少なからずあ

る。

筆者は、小さく生まれた子どもたちは、身体が小さく、

正期産成熟児と比べて発達がゆっくりであるため、保謹

者は「まだできないだろうからJrまだ早いだろうから」

などという理由で、遊びゃ生活面のしつけなどの働きか

けを先延ばしにして、それらの経験が少ない印象をもっ

ている。

子どもの視知覚認知機能の発達l士、遊びゃ生活(食事、

事服の着脱など)を通して育まれていくと考えられるた

め、上述したような経験の不足があるとするとそれらの

経験が増えるよう、もっと意識的に、積極的に子どもに
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働きかけていくことが大切ではなL、かと考える。

そして、できれば視知覚認知や手先の操作が苦手な特

徴に対して効果的な遊びゃ生活面の工夫等を取り入れて

いくことができるとよいと考える。そのような遊びゃ生

活面の工夫については、感覚統合癌怯や作業癌法などの

専門家によるおもちゃや遊びの紹介、実臨例 10)11】凶など

が最近大分見られるようになってきた。その詳細につい

ては、紙面の都合上割愛するが、幼児期の憧諺場面で、

具体的な遊びゃ生活上の工夫について積極的に保護者に

紹介していきたいと考えている。

以上の考察l土、臨床上の経験に基づく知見にとどまっ

ており、今後、幼児期への支援のあり方やその効果につ

いての検討が必要である。

v.結語

本研究の対象の極低出生体重児の特徴として、言語性

信位児の割合がかなり高いことを確認することができた。

言語性置位児の 9歳時の特徴は、言葉に関する知識が

豊富であり、言語概念形成において優れ、それらを表現

する能力も優れている一方、視覚的な部分の特徴からそ

れらの闇保や全体像を推測する能力に弱さをもっていたo

幼児期の発達との関連としては、修正l歳6か月時は、

単純な幾何学図形にはあまり興味をもたず、その弁別や

手先の操作の尭遣に遅れがみられ、また視覚的な刺激へ

の注意の集中時闘が短いという特徴がみられた。

暦 3歳時においては、手と自の協応動作や手先の巧轍

性の発達に遅れがみられた。

言語能力の憧れた面を自信にしていくことが望まれる

一方、幼児期から視知覚認知や手先の巧撤性を高める支

援の必要性が示唆された。

VI.今後の課題

言百副生檀位の子どもに対する幼児期の支援のあり方や

その効果等についての検討が必要である。

また、本研究でl士、言語性恒位児を 9歳時の全 IQが正

常域 (85以上)であり、 6歳時も 9揖時もす副主 IQと動

作性 IQの聞に有意差がある児と定義しており、言語性と

動作性のそれぞれのレベルについての検討を行っていな

い。対象児の言語性 IQの最低は 80であるのに対し、動

作性 IQの最低は 65であり、動作性 IQがかなり低い児が

含まれてし唱。したがって、言語性や動作性のそれぞれ

のレベルの遣いによる幼児期の発遣の差異等の検討も行

う必要がある。

最後に、対象児における言語性憧位児の割合が高いた

め自ずと動作性恒位群の人数が少なく、比較群聞の人数

に偏りがみられることから、本研究のテーマについては、

対象人数を増やして継続して検討することも今佳の課題

である。
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